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中
国
文
学
論
集

第
二
十
九
号

賈
島

「
推
敲
」
考

静

永

健

世

に

「
推
敲
」
の
故
事
を
以
て
知
ら
れ
る
中
唐
の
詩
人
賈
島

(七
七
九
～
八
四
三
)
で
あ
る
が
、

い
っ
た
い
彼
は
、
何
故

こ
の
二
字

に
つ
い
て
悩
ま
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
そ
の
二
字
の
た
め
に
、
何
故
か
く
も
夢
遊
病
者
の
如

き
痴
態
を
呈
し
て

ま
で
苦
し
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
故
事
が
、
既
に
考
証

の
あ
る
通
り
、
た
と
い
後
人
に
拠
る
全
く
の
創
作

で
あ

っ
た
と
し
て

も
、
而
し
て
何
故

「推
」
と

「
敲
」
の
二
文
字
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

か
か
る
疑
問
は
、
ひ
と
え
に
筆
者

の
狭
随
な
疑
問
と
し
て
、
あ
る
い
は

一
笑
に
付
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
本
稿
は
、

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
の

一
つ
の
卑
見
を
述

べ
た
小
研
究

で
あ
る
。
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ま
ず

「推
敲
」
故
事
の
原
文
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
周
知
の
通
り
、
南
宋
初

の
計
有
功
撰

『
唐
詩
紀
事
』
巻
四
〇

「
頁
島
」
の
条
に
見

え
る
も

の
が
、

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

島
赴
學
至
京
、
騎
驕
賦
詩
、
得
僧
推
月
下
門
之
句
。
欲
改
推
作
敲
、
引
手
作
推
敲
之
勢
、
未
決
。
不
畳
衝
大
尹
韓
愈
、
乃
具
言
。

愈

日
、
敲
字
佳
　
。
遂
並
轡
論
詩
久
之
。
或
云
吟
落
葉
満
長
安
之
句
、
唐
突
大
尹
劉
栖
楚
、
被
繋

一
夕
、
放
之
。

(
賞
)島

挙
に
赴
か
ん
と
京
に
至
り
し
と
き
、
騙
に
騎
り
て
詩
を
賦
し
、
「僧
は
推
す

月
下
の
門
」
の
句
を
得
た
り
。
「推
」
を
改
め
て

「
敲
」
に
作
ら
ん
と
欲
し
、
手
を
引
き
て
推
敲
の
勢
を
作
す
も
、
未
だ
決
せ
ず
。
覚
え
ず

大
尹
韓
愈
に
衝
た
り
、
乃
ち
具
さ
に
言
ふ
。
愈



曰
く
、

「
敲

字

ぞ
佳

な

り
　
」

と

。
遂

に
轡

を
並

べ

て
詩

を
論

ず

る

こ
と
之

れ

を
久

し
う

せ

り
。

或

は
云

ふ

「
落

葉

長

安

に
満

っ
」

の
句

を
吟

じ

て
、

大
尹

劉
栖
楚

に
唐

突

し
、
繋

せ
ら

る
る

こ
と

一
夕
、

之
れ

を
放

つ
。

と
。

科
挙

の
受

験

生

と

し

て
上

京

中

の

こ
と

。

質

島

は

、

貧

乏

な

た

め

に
馬

で

は
な

く
騨

馬

に

乗

っ
て
詩

作

に
耽

っ
て

い
た
。

そ

の
と

き

、

ふ
と

「
僧

推

月

下

門
」

と

い

う
一

句

を

発

案

し
、

こ
れ

を

「
僧

敲

…

」

に
改

む

べ
き

か

否

か

と

、

片

手

で
所

作

を

し

な

が

ら

都

大

路

を

ゆ

く

と

、

あ

ろ

う

こ

と

か

、

京

兆

尹
韓

愈

の
行

列

に
踏

み

込

ん

で
し

ま

い
、

不

敬

の
罪

で
捕

ら

え

ら

れ

よ

う

と

し

た
。

し

か

し

、

そ

こ

は
文

壇

の
大

御

所

で

あ

る

韓

愈

、

「
敲

」

字

が

佳

い

そ

!

と

答

え

る

と

、

頁

島

の

不
敬

を

諒

恕

し

、

と

も

に
轡

を

並

べ

心

ゆ

く

ま

で
詩

作

の

あ

り

方

を

論

じ

合

つ
た

と

い
う

ー

。

同
文

中
に
は
、
或
説
と
し
て
頁
島

の
別
の
挿
話
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
も
同
類
の
話

で
、
頁
島
が

「
落
葉
満
長
安
」

の
句
を
吟
じ
て

韓
愈
よ
り
後
任
の
京
兆
尹
劉
栖
楚

の
行
列
に
衝
突
し
、

一
晩
獄
舎
に
拘
留
さ
れ
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
実
に
よ
く
似

た
話
で
あ
り
、

両
段
が
事
実
と
す
れ
ば
、
質
島
は
都
大
路
を
夢
中
に
な

っ
て

「
苦
吟
」
し
遊
行
す
る
、
あ
る
意
味
で
は
全
く
以
て
不
将

な
詩
人
と
い
う

こ
と

に
な
る
。

一
方
、
元
の
辛
文
房
撰

『
唐
才
子
伝
』
巻
五

「
費
島
伝
」
は
、
右

の
内
容
を
略

々
踏
襲
し

つ
つ
も
、
よ
り
細
か
な
内
容
を
伝
え
て
い

る
。

逗
留
長
安
、
錐
行
坐
寝
食
、
苦
吟
不
綴
。
嘗
跨
窒
驕
張
蓋
、
横
裁
天
街
。
時
秋
風
正
属
、
黄
葉
可
掃
。
遂
吟
日
、
落
葉
漏
長
安
。

方
思
厨
聯
、
杏
不
可
得
.
忽
以
秋
風
吹
清
水
爲
封
、
喜

不
自
勝
、
因
唐
突
大
京
兆
劉
栖
楚
、
被
繋

一
夕
、
旦
繹

之
。
後
復
乗
閑
策

窒

訪
李
飴
幽
居
、
得
句
云
鳥
宿
池
中
樹
、
僧
推
月
下
門
。
又
欲
作
僧
敲
、
煉
之
未
定
、
吟
峨
引
手
作
推
敲
之
勢

、
傍
観
亦
説
。
時

韓

退
之
尹
京
兆
、
車
騎
方
出
、
不
畳
衝
至
第

三
節
、
左
右
擁
到
馬
前
。
島
具
實
封
。
未
定
推
敲
、
神
遊
象
外
、

不
知
迴
避
。
韓
駐

久
之
、
日
、
敲
字
佳
。
遂
並
轡
蹄
、
共
論
詩
道
、
結
爲
布
衣
交
。
遂
授
以
文
法
、
去
浮
屠
、
學
進
士
。
愈
贈
詩

云
、
孟
郊
死
葬
北

郎

山
、
日
月
風
雲
頓
毘
閑
、
天
恐
文
章
渾
断
絶
、
再
生
質
島
在
人
間
。
自
此
名
著
。

長
安
に
逗
留
し
、
行
坐
寝
食
に
あ
り
と
錐
も
、
苦
吟
し
て
畷
ま
ず
。
嘗
て
窒
騒
に
跨
り
て
蓋
を
張
り
、
天
衛
を
横
戴
す
。
時
に
秋
風
正
に
属

し
く
、
黄
葉
掃
ふ
べ
し
。
遂
に
吟
じ
て
曰
く

「落
葉

長
安
に
満
つ
」
と
。
方
に
聯
を
属
け
ん
と
思
ふ
も
、
杳
と
し
て
得

べ
か
ら
ず
。
忽
ち

「
秋
風

滑
水
に
吹
く
」
を
以
て
対
と
為
し
、
喜
び
て
自
ら
勝

へ
ず
、
因
り
て
大
京
兆
劉
栖
楚
に
唐
突
し
、
繋
せ
ら
る
る
こ
と

一
夕
、
旦
に
し

頁
島

「推
敲
」
考
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て
之
れ
を
釈
す
。
後
に
復
た
閑
に
乗
じ
て
窒
に
策
し
て
李
鯨
の
幽
居
を
訪
ひ
、
句
を
得
て
云
ふ
に

「鳥
は
宿
る
池
中
の
樹
、
僧
は
推
す

月

下
の
門
」
と
。
又

「僧
敲
」
に
作
ら
ん
と
欲
し
、
之
れ
を
煉
る
も
未
だ
定
ま
ら
ず
、
吟
峨
し
手
を
引
き
て

「推
敲
」
の
勢
を
作
す
、
傍
観
亦

た
訪
る
。
時
に
韓
退
之

京
兆
に
尹
た
り
、
車
騎
方
に
出
つ
る
に
、
覚
え
ず
衝
り
て
第
三
節
に
至
る
、
左
右
擁
し
て
馬
前
に
到
ら
し
む
。
島

実
を
具
さ
に
し
て
対
ふ
る
に

「
未
だ
推
敲
を
定
め
ず
、
神
は
象
外
に
遊
び
、
　
避
す
る
を
知
ら
ず
」
と
。
韓

駐
す
る
こ
と
之
れ
を
久
し
う
し
、

日
く

「敲
字
ぞ
佳
し
」
と
。
遂
に
轡
を
並
べ
て
帰
り
、
共
に
詩
道
を
論
じ
、
結
び
て
布
衣
の
交
を
為
す
。
遂
に
授
く
る
に
文
法
を
以
て
し
、

浮
屠
を
去
り
、
進
士
に
挙
げ
し
め
ん
と
す
。
愈
が
贈
詩
に
云
ふ

「
孟
郊
死
し
て
葬
ら
る
北
郎
の
山
、
日
月
風
雲

頓
か
に
閑
を
覚
ゆ
、
天
は
文

章
の
渾
て
断
絶
せ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
再
び
質
島
を
生
じ
て
人
間
に
在
ら
し
め
ん
」
と
。
此
れ
よ
り
名
著
る
。

両

文
を
比
較
す
る
ま

で
も
な
く
、
後
者

『
才
子
伝
』

の
記
述
は
、
実
に
仔
細

に
亘

っ
て
お
り
、
特
に
韓
愈
と
の
遭
遇
の
段
に
お
い
て

は
、
行
列
の

「第
三
節

(列
)」
に
ま
で
入
り
込
み
、
「
左
右
」
の
従
者

に
引
き
据
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
も
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、

最
後

に
韓
愈
の
贈
詩
を
引
用
し

(ま
こ
と
に
事
実
め
か
し
く
)
こ
れ
を
傍
証
す
る
に
至

っ
て
は
、
実

に
熱

の
籠
も

っ
た
筆
致
を
窺
わ
せ

る
。

た
だ
し
、

こ
こ
で

一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
前
者

『
紀
事
』
と
後
者

『
才
子
伝
』

の
記
述
と

で
は
、
と
も
に
韓
愈
と
劉

栖
楚

と
の
事
件
を
併
せ
伝
え
る
も
の
の
、
そ
の
叙
述
順
序
が
前
後
逆
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に

『紀
事
』

の
文
で
は
、
二
話

間

の
接
続
詞
を

「
或
云

(ま
た
、
こ
ん
な
話
も
あ
る
)」
と
い
う
並
列
も
し
く
は
二
者
択

一
的
に
叙
述
す
る
が
、
『
才

子
伝
』

で
は

「
後

復

(
そ
の
後
ふ
た
た
び
)」
と
、
完
全
に

「
二
回
も
衝
突
事
故
を
起
こ
し
た
」
と
い
う
記
述
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ

と
も
念
頭
に
置
き

つ
つ
、
ま
ず
は
、
こ
の
二
つ
の
話
の
そ
れ
ぞ
れ
の
来
源
を
考
察
し
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。
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二

こ
の
頁
島
推
敲
の
故
事
、
お
よ
び
劉
栖
楚
に
よ
る
拘
留
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の

一
級
史
料
と
な
る
べ
き
頁
島

お
よ
び
韓
愈
ら
の

詩
文
集
に
お
い
て
、
こ
れ
を
事
実
と
し
て
証
拠
づ
け
る
言
及
は
見
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん

「僧
敲
…
」
句
、
そ
し
て

「
落
葉
…
」
句
は
、

紛
れ
も
な
く
頁
島
の
作
と
し
て
詩
集

『
長
江
集
』

に
存
す
る
。
し
か
し
、
詩
作

の
過
程
に
お
い
て
か
か
る
事
件
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
頁

島
自
身
が
語

つ
た
形
跡
も
、
ま
た
、
当
時
の
人

々
の
所
謂

「
目
撃
談
」
め
い
た
記
述
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。



ま
ず
、
劉
栖
楚

の
事
件
に
つ
い
て
、
今
日
我

々
が
遡
り
得
る
最
も
古

い
記
録
は
、
唐
末
五
代
の
王
定
保
撰

『
唐
掠

言
』
巻
十

一
「
無

官
受
馳
」
中
の
次

の
文
で
あ
る
。

質
島
、
字
閲
仙
。
元
和
中
、
元
白
尚
輕
淺
、
島
猫
攣
格
入
僻
、
以
矯
浮
艶
。
錐
行
坐
寝
食
、
吟
味
不
綴
。
嘗
跨

驕
張
蓋
、
横
裁
天

衝
。
時
秋
風
正
属
、
黄
葉
可
掃
。
島
忽
吟
日
、
落
葉
満
長
安
。
志
重
其
衝

口
直
致
、
求
之

一
聯
、
杏
不
可
得
、
不
知
身
之
所
從
也
。

因
之
、
唐
突
大
京
兆
劉
棲
楚
、
被
繋

一
夕
而
繹
之
。
又
嘗
遇
武
宗
皇
帝
於
定
水
精
舎
、
島
尤
蜂
侮
。
上
訴
之
。

他
日
有
中
旨
、
令

與

一
官
調
去
。
乃
受
長
江
縣
尉
、
稻
遷
普
州
司
倉
而
卒
。

質
島
、
字
は
閲
仙

(浪
仙
と
同
字
)。
元
和
中
、
元
(積
)
白
(居
易
)
軽
浅
を
尚
び
、
島
の
み
独
り
格
を
変
じ
て
僻
に
入
り
、
以
て
浮
艶
を

矯
む
。
行
坐
寝
食
と
難
も
、
吟
味

(原
文
作
吟
味
、
依
太
平
広
記
本
改
)
綴
ま
ず
。
嘗
て
馳
に
跨
が
り
蓋
を
張
り
、
天
衝
を
横
裁
す
。
時
に

秋
風
正
に
属
し
く
、
黄
葉
掃
ふ
べ
し
.
島

忽
ち
吟
じ
て
日
く

「落
葉
満
長
安
」
と
。
志

(心
の
意
か
)
に
其
の
口
を
衝
き
て
直
ち
に
致
す
を

重
ん
じ
、
之
れ
に

一
聯
を
求
む
る
も
、
杳
と
し
て
得
べ
か
ら
ず
、
身
の
従
ふ
所
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
之
れ
に
因
り
て
、
大
京
兆
劉
棲
楚

(栖

楚
と
同
字
)
に
唐
突
し
、
繋
せ
ら
る
る
こ
と

一
夕
に
し
て
之
れ
を
釈
か
る
。
又
嘗
て
武
宗
皇
帝
に
定
水
精
舎
に
遇
ふ
に
、
島

尤
も
蜂
侮
す
。

上

之
れ
を
誘
る
。
他
日
中
旨
有
り
て
、

一
官
を
与

へ
て
講
去
せ
し
む
。
乃
ち
長
江
県
の
尉
を
受
け
、
稽
く
し
て
普
州
司
倉
に
遷
り
て
卒
す
。

こ

の
文
は
、

の
ち

『
太
平
広
記
』
巻

一
五
六

「定
数
」
条
、
更
に
北
宋
末
の
玩
閲
撰

『
詩
話
総
亀
』
巻
十

一
「
苦
吟
門
」
中
に
も
引

用
さ
れ
る
が
、
前
掲

『紀
事
』
『
才
子
伝
』
も
、
こ
の

『掠
言
』
お
よ
び

『
広
記
』
『
総
亀
』
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

し
た
に
過
ぎ
ず
、

こ
れ
以
上
詳
細
で
、
か
つ
事
実
と
し
て
確
認
で
き
る
史
料
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な

お
、
こ
こ
で
は
後

日
談

と
し
て
頁
島
が
武
宗
皇
帝
に
会

い
、
帝
を
侮
辱
し
た
た
め
に
、
遠
く
遂
州

(州
治
は
現
在
の
四
川
省
遂
寧
市
)
長
江
県

(遂
寧
市
北

隣
の
蓬
渓
県
)
の
小
吏
と
し
て
追
放
さ
れ
、
最
後
に
普
州

(遂
州
の
南
隣
、
現
在
の
四
川
省
安
岳
県
)
に
卒
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

史
実
考

証
は
後
節
に
譲
る
が
、
こ
こ
に
は
韓
愈
と
の
事
は
見
え
ず
、
た
だ
劉
栖
楚
と
の
事
件
の
み
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
そ
の
推
敲

の
故
事
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
果
た
し
て
こ
れ
も
同
様
の
、

つ
ま
り
唐
末
五
代
の
稗
史
類
に
記
録
が
見
え
る
。
す

な
わ

ち
、
五
代
十
国
後
蜀
朝
に
仕
え
た
何
光
遠
撰

『
鑑
誠
録
』
巻
八

「
質
杵
旨
」
と
題
さ
れ
た
左
の
条
で
あ
る
。
た
だ
し
、
全
文

一
千

五
十
鯨
字

の
長
篇

で
あ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
推
敲
故
事
の
藍
本
と
な

っ
た
部
分

の
み
を
示
す
。

島
初
赴
名
場
日
、
常
輕
於
先
輩
、
以
八
百
畢
子
所
業
、
悉
不
如
己
。
自
是
往
往
猫
語
、
傍
若
無
人
、
或
闇
市
高
吟
、
或
長
衝
囎
傲
。

費
島

「
推
敲
」
考
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忽

一
日
、
於
騙
上
吟
得
、
鳥
宿
池
中
樹
、
僧
敲
月
下
門
。
初
欲
著
推
字
、
或
欲
著
敲
字
、
煉
之
未
定
、
遂
於
騙
上
作
推
字
手
勢
、

又
作
敲
字
手
勢
、
不
畳
行
半
坊
。
観
者
訴
之
、
島
似
不
見
。
時
韓
吏
部
愈
灌
京
尹
、
意
氣
清
嚴
、
威
振
紫
陪
。
経
第
三
封
呵
唱
、

島
但
手
勢
未
已
、
俄
爲
宙
者
推
下
驕
、
擁
至
尹
前
。
島
方
毘
悟
。
顧
問
欲
責
之
、
島
具
封
、
偶
得

一
聯
、
吟
安

一
字
未
定
、
神
遊

詩
府
、
致
衝
大
官
、
非
敢
取
尤
、
希
垂
至
鑑
。
韓
立
馬
良
久
思
之
、
謂
島
日
、
作
敲
字
佳
　
。
遂
與
島
並
轡
語
笑
、
同
入
府
署
、

共
論
詩
道
、
数
日
不
厭
、
因
與
島
爲
布
衣
之
交
。
故
愈
有
贈

二
十
八
字
、
島
因
此
名
出
簑
海
。
詩

日
、
孟
郊
死
葬
北
郎
山
、

日
月

風
雲
頓
毘
閑
、
天
恐
文
章
聲
断
絶
、
再
生
頁
島
向
人
間
。

島
初
め
名
場
に
赴
き
し
日
、
常
に
先
輩
を
軽
ん
じ
、
八
百
挙
子
の
所
業
を
以
て
、
悉
く
己
に
如
か
ず
と
す
。
是
れ
よ
り
往
往
独
語
し
、
傍
若

無
人
、
或
は
市
を
闊
が
し
て
高
吟
し
、
或
は
長
衛
に
囎
傲
す
。
忽
ち

一
日
、
騙
上
に
吟
じ
て

「鳥
宿
池
中
樹
、
僧
敲
月
下
門
」
を
得
。
初
め

推
字
に
著
は
さ
ん
と
し
、
或
は
敲
字
に
著
は
さ
ん
と
し
、
之
れ
を
煉
る
も
未
だ
定
ま
ら
ず
、
遂
に
驕
上
に
推
字
の
手
勢
を
作
し
、
又
敲
字
の

手
勢
を
作
し
、
覚
え
ず
半
坊
を
行
く
。
観
る
者

之
れ
を
訪
る
も
、
島
に
は
見
え
ざ
る
が
似
し
。
時
に
韓
吏
部
愈

京
尹
に
権
た
り
、
意
気
清

厳
、
威
は
紫
陪
に
振

へ
り
。
第
三
対
呵
唱
を
経
る
も
、
島
但
ら
手
勢
未
だ
已
ま
ず
、
俄
か
に
宙
者
の
為
に
推
し
て
騙
を
下
り
、
擁
し
て
尹
が

前
に
至
る
。
島

方
に
覚
悟
す
。
顧
問

之
れ
を
責
め
ん
と
す
る
に
、
島

具
さ
に
対
ふ

「偶
ま

一
聯
を
得
た
る
も
、
吟
安

(案
)

一
字
未
だ
定

ま
ら
ず
、
神
は
詩
府
に
遊
び
、
大
官
に
衝
た
る
を
致
せ
り
、
敢

へ
て
尤
を
取
ら
ん
と
す
る
に
非
ず
、
希
は
く
は
至
鑑
を
垂
れ
よ
」
と
。
韓

立

馬
良
久
し
く
之
れ
を
思
ひ
、
島
に
謂
ひ
て
日
く

「敲
字
に
作
る
が
佳
な
り
　
」
と
。
遂
に
島
と
轡
を
並
べ
て
語
笑
し
、
同
に
府
署
に
入
り
、

共
に
詩
道
を
論
じ
て
、
数
日
厭
か
ず
、
因
り
て
島
と
布
衣
の
交
を
為
す
。
故
に
愈
に
贈
二
十
八
字
有
り
、
島

此
れ
に
因
り
て
名
は
簑
海
に
出

づ
。
詩
に
日
く

「孟
郊
死
葬
北
郎
山
、
日
月
風
雲
頓
覚
閑
、
天
恐
文
章
声

(才
子
伝
作
渾
)
断
絶
、
再
生
費
島
向

(才
子
伝
作
在
)
人
間
」

と
。

記
述

は

『
才
子
伝
』
よ
り
も
更
に
詳
し
い
。
し
か
し
、
行
列
の

「第

三
対
呵
唱
」

に
衝
突
し
た
こ
と
や
、
韓
愈

の
贈
詩
を
引
用
す
る

点
に
お
い
て
も
、
前
掲

『才
子
伝
』

の
内
容
と
同
じ
で
あ
り
、
『
才
子
伝
』

そ
し
て

『
紀
事
』

の
記
述
は
、
ま
さ
に
こ
の

『
鑑
誠
録
』

を
下
敷

き
に
し
て
書
か
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

な
お
、

こ
の
逸
話
は
、
後
年
、
以
下

の
三
書
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
書
籍

の
抄
録
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。
①
は
、
前

段
に
同
じ
く

『
詩

話
総
亀
』
前
集
巻
十

一
「
苦
吟
門
」

で
あ
り
、
そ
こ
で
は
北
宋
初
の
窟
玲
撰

『
唐
宋
遺
史
』
よ
り
の
引
用
と
し
て
見
え
る

(さ
き
の
劉
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栖
楚
の
話
と
は
別
項
)。
②
は
、
主
に

『総
亀
』
を
参
考

に
し
て
編
集
し
た
と
さ
れ
る
南
宋
初
の
胡
仔
撰

『
菖
渓
漁
隠
叢
話
』
前
集
巻
十

九

「
費
浪
仙
」
の
条

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
北
宋
の
黄
朝
英
撰

『
網
素
雑
記
』
に
引
く

「
劉
公
嘉
話
」
と
し
て
見
え
る
。
そ
し
て
③

は
、

胡
仔
と
時
期
を
相
前
後
す
る
と
思
し
き
曾
憺
撰

『類
説
』
巻

二
七
で
、
①
同
様

『
唐
宋
遺
史
』

の
抄
録
と
す
る
。
本
稿
に
は
掲
げ
な
い

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
は
略
々
同
文

で
あ
る
。

筆
者

の
判
断
で
は
、

こ
れ
ら
の
抄
録
は
、
す
べ
て
後
蜀
の

『
鑑
誠
録
』
を
そ
の
藍
本
と
し
、
以
後
逓
次
書
き
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え

る
。

こ
の
理
由
も
後
節

に
お
い
て
詳
し
く
述

べ
た
い
が
、
『
鑑
誠
録
』
で
は
、
前
掲
引
用
文
の
後
、
宣
宗
皇
帝
が
賞
島

の
僧
坊

に
微
行

し
、
費
島
の
机
上
に
あ

つ
た
詩
稿
を
楡
み
見
た
こ
と
、
ま
た
、
帝
と
は
知
ら
ず
、
そ
の
無
礼
を
詰

っ
た
質
島
が
、
後

に
臓
悔
し
て
鐘
楼

よ
り
身
を
投
げ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
、
帝
の
特
詔
を
得
て
、
長
江
県
の
主
簿
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
さ
き
の

『
掠
言
』

に
見
え
る
武
宗
と
の
逸
話
に
酷
似
す
る
が
、
前
述
①

『
総
亀
』
、
②

『叢
話
』
、
ま
た

『
才
子
伝
』

に
も
等
し
く
収
録
さ
れ

て

い
る
話

で
あ
る

(③

『
類
説
』
は
推
敲
の
話
の
み
を
抄
録
、
宣
宗
の
事
は
見
え
な
い
)。

よ

っ
て
こ
の
話
は
、
ま
ず
成
書

時
期
の
最
も
早

い

『
鑑
誠
録
』
を
、
そ
の
原
初

の
も
の
と
認
め
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ

て
以
上
の
よ
う
に
、
頁
島
が
韓
愈
の
行
列
に
踏
み
入

っ
た
故
事
と
、
劉
栖
楚

の
行
列
に
衝
突
し
た
故
事
と
は
、
事
実

で
あ

っ
た
か

は
さ

て
措
き
、
そ
の
当
初
の
伝
承
者
は
全
く
別
系
統
に
存
在
し
た
可
能
性
が
高

い
。
し
か
も
両
段
の
話
は
、
後
日
談

と
し
て
賞
島
長
江

県
赴
任

の
経
緯
を
述
べ
る
が
、

一
方

で
は
武
宗
が
関
与
し
、
ま
た

一
方
で
は
宣
宗
が
登
場
す
る
。
こ
れ
よ
り
考
え
て
も
、

二
つ
の
衝
突

事
件

は
、
後
年
の

『
紀
事
』

や
特

に

『
才
子
伝
』

の
伝
え
る
よ
う
に

「
二
回
も
あ
っ

た
」
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て

『
紀
事
』
『才
子
伝
』
の
記
述

に
お
い
て
、

こ
の
韓
愈

・
劉
栖
楚

の
事
件
が
互
い
に
順
序
を
違
え
る
の
も
、

こ
れ
ら
の
話
が
元
来
そ
れ
ぞ

れ
別
系
統
の
書
籍
よ
り
の
輯
録
で
あ
る
た
め
、
言
わ
ば
ど
の
よ
う
に
で
も
組
み
立
て
可
能

で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
事
は
更
に
煩
項
に
な
る
が
、
「
正
史
」
頁
島
伝
の
記
述

で
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
を
、

こ
こ
で
考
え
た
い
。

「
正
史
」
に
お
け
る
質
島
の
伝
記
は
、
『
旧
唐
書
』
に
は
無
く
、
宋
代
に
再
編
集
さ
れ
た

『
新
唐
書
』

に
の
み
存

す
る
。
巻

一
七
六

「韓
愈

伝
」
の
附
伝
と
し
て
見
え
る
次
の
文

で
あ
る
。

島
字
浪
仙
、
萢
陽
人
。
初
爲
浮
屠
、
名
元
本
。
來
東
都
、
時
洛
陽
令
禁
僧
午
後
不
得
出
、
島
爲
詩
自
傷
。
愈
憐
之
、
因
教
其
爲
文
、

遂
去
浮
屠
、
學
進
士
。
當
其
苦
吟
、
錐
逢
値
公
卿
貴
人
、
皆
不
之
畳
也
。

一
日
見
京
兆
尹
、
跨
驕
不
避
、
諄
詰

之
、
久
乃
得
繹
。

費
島

「推
敲
」
考
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累
畢
不
中
第
、
文
宗
時
、
坐
飛
諺
疑
長
江
主
簿
。
會
昌
初
、
以
普
州
司
倉
参
軍
遷
司
戸
、
未
受
命
卒
。
年
六
十
五
。

島

字
は
浪
仙
、
萢
陽

の
人
。
初
め
浮
屠
(僧
侶
)
為
り
、
名
は
無
本
。
東
都
に
来
た
る
に
、
時
に
洛
陽
令
は
僧

に
禁
じ
て
午
後
出

つ

る
を
得
ず
、
島

詩
を
為
り
て
自
傷
す
。
(
韓
)愈

之
れ
を
憐
れ
み
、
因
り

て
其
の
文
を
為
る
を
教

へ
、
遂

に
浮
屠
を
去
り

て
、

進
士

に
挙
ぐ
。
其
の
苦
吟
す
る
に
当
り
て
は
、
公
卿
貴
人
に
逢
値
す
る
と
難
も
、
皆

之
れ
な
ら
ん
と
覚
ら
ざ
る
な
り
。

一
日

京

兆
尹

に
見
ふ
に
、
騙
に
跨
が
り
て
避
け
ず
、
之
れ
に
諄
詰

せ
ら
れ
、
久
し
く
し
て
乃
ち
釈
を
得
。
挙
を
累
ぬ
る
も
第

に
中
ら
ず
、

文
宗

の
時
、
飛
諺

に
坐
し
て
長
江
主
簿
に
既
せ
ら
る
。
会
昌
初
、
普
州
司
倉
参
軍
を
以
て
司
戸
に
遷
せ
ら
る
る
も
、
未
だ
命
を
受

け
ず
し
て
卒
す
。
年
六
十
五
。

頁
島
は
、
周
知
の
如
く
、
ま
た
、
さ
き
の
推
敲
故
事
に
見
え
た
如
く
、
韓
愈
の
推
輪
に
よ

っ
て
還
俗
し
、
科
挙
を
目
指
す
よ
う
に
な

っ

た
。
し

か
し
、

こ
こ
に
は
推
敲
故
事

の
よ
う
な
韓
愈
と
の

「
劇
的
」
な
出
会

い
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
京

兆
尹
に
対
し
て
不

敬
が
あ

つ
た
こ
と
は
語
る
も
の
の
、
そ
れ
が
劉
栖
楚
で
あ

っ
た
か
、
は
た
ま
た
韓
愈
で
あ

つ
た
の
か
は
示
さ
れ
な
い
。
更

に
、
そ
の
長

江
主
簿
任
官

の
時
期

に
つ
い
て
は
、
武
宗

・
宣
宗
よ
り
前
代

の
、
文
宗
皇
帝
の
時
と
し
、
そ
し
て
、
彼
が
会
昌
の
初
年
、
六
十
五
歳

で

没
し

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
こ
の

『
新
唐
書
』

の
記
述
に
は
、
確
乎
た
る
基
礎
史
料
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
現
在

『全
唐
文
』

巻
七
六
三
に
見
え

る
蘇
緯

「唐
故
司
倉
参
軍
頁
公
墓
銘
」

で
あ
る
。
同
文
は
今
日
、
小
川
環
樹
氏
編

『
唐
代
の
詩
人
1

そ
の
伝
記
』

に
荒
井
健
氏
の
詳

細
な
訳
注
が
あ
る
。
今
、
荒
井
氏
の
訳
注
を
参
照
し

つ
つ
、

こ
の
墓
誌
銘
を
読
む
と
、
そ
こ
に
は
明
確
に

「
会
昌
癸

亥
歳

(三
年
)
七

月

二
十

八
日
、
郡
の
官
舎
に
終
る
。
春
秋

六
十
有
五
」
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
墓
誌
銘
を
執
筆
し
た
蘇
緯
と
い
う
人
物
は
、
署
名
に

「
郷
貢
進
士
」
と
あ
り
、
更

に
文
中

「
緯
は
公

(頁
島
)
の
知
を
恭
な
く
す
る
者
」
と
あ
る
こ
と
に
拠
り
、
普
州

に
お

い
て
晩
年

の
質

島
に
近
侍
し
、
州

の
郷
試
に
合
格
し
た
者

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従

っ
て
、
こ
の
墓
誌
銘
に
誤
謬
の
無
い
限
り
、

賞
島
は
、
武
宗
の

即
位
前

(す
な
わ
ち

『
新
唐
書
』
の
記
述
通
り
文
宗
朝
)
に
都
長
安
を
離
れ
、
武
宗
朝
の
会
昌
三
年

(八
四
三
)
に
任

地
に
客
死
し
た
こ

と
に
な

り
、
前
掲

『
掠
言
』

の
武
宗
を
侮
辱
し
た
事
、
更
に
は

『鑑
誠
録
』
等
に
見
え
る
宣
宗

(即
位
は
武
宗
の
後
)
微
行

の
事
は
、

殆
ど
荒

唐
無
稽
な
後
人
の
手
に
拠
る
創
作

で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

い
よ

い
よ
、
こ
の
頁
島
故
事
の
虚
妄
の

一
端
が
見
え
は
じ
め
た
。
次

に
は
、
そ
の

〈
考
証
篇
〉
と
し
て
、
こ
れ
ら
頁
島

「伝
説
」
の
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形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

三

前
節

で
は
、
賞
島
推
敲
故
事
の
来
源
と
し
て
、
稗
史

『
唐
掠
言
』
『
鑑
誠
録
』
の
記
述
を
列
挙
し
、
ま
た
、
正
史

『
新
唐
書
』
頁
島

伝
と

そ
の
基
礎
史
料
と
な

っ
た
蘇
緯

「墓
誌
銘
」

の
存
在
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
各
稗
史
系
史
料
間
の
記
述

の
相
違

と
、
ま
た
正
史
系

史
料
と
の
更
な
る
齪
擁

に
つ
い
て
は
、
実
は
早
く
か
ら
疑
問
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
紙
幅
の
都
合
上
、
以
下
原
文
を
引
用
せ
ず
、

そ
の
要
点

の
み
を
挙
げ
考
察
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず
、
そ
の
第

一
声
は
前
節
に
述

べ
た

『
菖
渓
漁
隠
叢
話
』
所
引
の
黄
朝
英

『
網
素
雑
記
』

で
あ
る
。
た
だ
し
文
中
黄
朝
英
は

『新

唐
書
』
の
記
述
と

『劉
公
嘉
話
』

の
記
述

(す
な
わ
ち

『鑑
誠
録
』
と
同
文
)
を
た
だ
単
に
並
記
し
、
両
書
に
著
し
い
齪
齪
が
あ
る
こ
と

を
附
言
す
る
の
み
で
あ
る
。

そ
し
て
次

に
、
こ
の
こ
と
を
更

に
具
体
的
に
考
証
す
る
の
は
、
南
宋

の
王
　
撰

『
野
客
叢
書
』

で
あ
る

(巻
十
四

「賞
島
事
衆
説
不

同
」
)。
王
　
は
、
『
新
唐
書
』
と

『唐
遺
史
』
(す
な
わ
ち

『鑑
誠
録
』
と
同
文
)、
そ
し
て

『
掠
言
』

の
三
者
の
記
述

の
齪
酷
を
挙
げ
、

A
、
先
に
僧
侶

で
後
に
還
俗
し
た

(『
唐
書
』
)
の
か
、
落
第

の
後
に
出
家
し
た

(『
遺
史
』
)
の
か
。

B
、
衝
突
し
た
京
兆
尹
は
韓
愈

(『遺
史
』
)
な
の
か
、
劉
栖
楚

(『
掠
言
』
)
な
の
か
。

C
、
長
江
県
調
遷
は
文
宗
時

(『
唐
書
』
)
な
の
か
、
武
宗
時

(『掠
言
』
)
な
の
か
、
宣
宗
時

(『
遺
史
』
)
な
の
か
。

と
い
う
記
述
の
異
同
を
整
理
し
、
A

・
B
の
問
題

に
つ
い
て
は
解
答
を
示
さ
な
い
が
、
C
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
賞
島

の
集
に

「
大
中

八
年

賜
島
為
長
江
簿
墨
制
九
十
四
字
」
が
あ
る
の
を
見
出
だ
し
、

こ
れ
が

『遺
史
』
の
根
拠
で
あ
る
こ
と

(大
中
は
宣
宗
朝
の
年
号
)、

た
だ
し
蘇
緯

「
墓
誌
銘
」
の
存
在
か
ら
、

こ
の

「
墨
制
」
は
後
人
の
偽
作

(従

っ
て

『
遺
史
』
の
記
述
は
誤
)
か
、
年
号

「
大
中
」
は

「
太
和
」
(文
宗
朝
の
年
号
)
の
誤
写

(従
っ
て

『
唐
書
』
は
正
)
か
と
す
る
。
思
う
に

『唐
遺
史

(唐
宋
遺
史
)』
そ
し

て

『鑑
誠
録
』

に

云
う
宣
宗
微
行

「
説
話
」
の
淵
源
は
、
か
か
る
年
号
の
誤
写
と
、
費
島
の
没
年
に
つ
い
て
の
軽
率
な
記
憶
違
い
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
、

全
く

の
創
作
で
あ
る
と
判
断

で
き
よ
う
。

費
島

「
推
敲
」
考
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さ

て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
更
に
追
究
し
て
い
る
の
が
、
韓
愈
の
詩
集

に
堆
積
す
る
諸
注
釈
群
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

旧
版
本
各
巻

五
、

銭
仲
聯
氏

『韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釈
』

で
は
巻
七
に
収
め
る
韓
愈

「
送
無
本
師
帰
萢
陽
」
詩
に
は
、
韓
愈
と
質
島
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

さ
ま
ざ

ま
な
考
証
が
見
え
る
が
、
そ
の

一
つ
洪
興
祖
は
、

こ
の
無
本

(質
島
の
法
号
)
の
帰
省
を
送

っ
た
詩
が
、
元
和

六
年

(八

一
こ

韓
愈
が
河
南
令
と
し
て
洛
陽
在
任
中
の
作

で
、
『鑑
誠
録
』

の
よ
う
に
賞
島
が
科
挙
落
第
後
に
出
家
し
た
と
す
る
こ
と
を
誤
り
と
す
る
。

ま
た
簗
汝
森
も
、

こ
れ
を
承
け
て
、
質
島
が
韓
愈

の
京
兆
尹
時
代

(長
慶
三
年

〔
八
二
三
〕
六
月
か
ら
十
月
の
間
)
に
始
め
て
出
会

っ
た

と
す
る
推
敲
故
事
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
注
釈

の
中
で
興
味
深

い
の
は
蘇
軾

の
侠
書

『東
披
詩
話
』
の
説

で
あ
る
。
蘇
軾
は
、
さ
き
に

『
鑑
誠
録
』
に
見
え

た
韓
愈

の
七
言
絶
句

「贈
賞
島
」
詩
を

「
世
俗
無
知

の
者

の
託
す
る
所

に
し
て
、
退
之
の
語
に
非
ず
」
と
し
て
、
全

く
の
偽
作

で
あ
る

と
断
定
す
る
の
で
あ
る
。

然
り
、
こ
の
七
絶
は
元
来
韓
愈
の
詩
文
集
中
に
見
え
ず
、
唐
末
の
章
荘
撰

『
又
玄
集
』
巻
中
お
よ
び
南
宋
の
洪
逼
撰

『
万
首
唐
人
絶

句
』
巻
十
六
に
収
め
ら
れ
伝
わ

つ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
信
葱
性
は
極
め
て
低
い
。
従

っ
て

「費
島
が
騙
馬
に
乗

っ
て
…
」
と
い

う
推
敲

の
故
事
は
、
こ
れ
ら
古
注
釈
群

の
等
し
く
否
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
韓
愈
の
京
兆
尹
在
任
中

で
は
な
い
こ
と

に
な
る

の
で
あ
る
。

続

い
て
、
清
人
の
考
証
を

一
つ
紹
介
し
よ
う
。
四
部
備
要
所
収
、
鄭
珍

二

八
〇
六
～
六
四
)
の

『
巣
経
巣
文
集
』

巻
五

「
蹟
韓
詩

送
無
本
師
帰
萢
陽
首
」
で
あ
る
。
鄭
氏
は
、
推
敲
故
事
を
烏
有
と
す
る
洪

・
簗
両
氏
の
説
を
支
持
す
る
と
と
も
に
、
『
掠
言
』

に
見
え

る
劉
栖
楚
と
の
事
件
も
ま
た

「
謬
談
」
と
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
彼
は
、
頁
島

『
長
江
集
』
巻
二
に
存
す
る

「寄
劉
棲
楚
」
詩
を
指

摘
し
、

既
に
旧
交

の
あ
る
二
人
の
間
に
そ
の
よ
う
な
事
実
は
有
り
得
べ
く
も
な
い
と
す
る
。
ま
た
同
じ
く

『
長
江
集
』
巻

二

「携
新
文

詣
張
籍
韓
愈
途
中
成
」
詩
に
基
づ
い
て
、
賞
島
が
韓
愈
の
も
と
に

「
行
巻
」
を
呈
し
た
の
は
元
和
六
年
春

で
あ
る
と

の
洪
興
祖
の
説
を

追
認
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
粗
々
な
が
ら
、
従
来
の
諸
家

の
考
証
を
紹
介
し
、
頁
島
を
め
ぐ
る
故
事

の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
後
人
の
牽
強
附
会

に
基
づ
く
全
く
の

「創
作
」

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
最
後
に
近
人
李
嘉
言
氏
の

「
頁
島
年
譜
」

に
拠
れ
ば
、
質
島

の
遂
州
長
江
県

赴
任
は
、
文
宗
の

開
成

二
年

(
八
三
七
)
九
月
、
島

五
十
九
歳

の
時
と
す
る
。
従

っ
て
、
そ
の
赴
任
に
文
宗
後

の
皇
帝
で
あ
る
武
宗

(在
位
八
四
〇
～
八
四
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六
)
や
宣
宗

(在
位
八
四
六
～
八
五
九
)
が
関
与
す
る
可
能
性
は
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
皇
太
子
時
代
と
で
も
仮
定
し
な

い
限
り
考
、兄
ら
れ

な

い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
掠
言
』

に
見
え
る
武
宗
面
罵

の
故
事
は
、
賞
島
が
嘗
て
僧
籍
に
あ

っ
た
と

い
う
経
歴
を
利
用

し
、
暗

に
武
宗
朝

の
有
名
な

「会
昌
の
廃
仏
」
を
非
難
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、

こ
の
説
話
の
創
作
者
の
意
図
と
し

て
明
ら
か
に
読
み

取
れ
よ
う
。
従

っ
て

『
掠
言
』

に
そ
の
賞
島

の
出
家
を
科
挙
落
第

の
後
と
す
る
こ
と
も
、
こ
の
話
を
成
立
さ
せ
る
た

め
の
重
要
な
伏
線

と
し
て
故
意

に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て

『
掠
言
』
系
説
話

に
対
応
し
て
、
『
鑑
誠

録
』
で
は
、
衝
突

し
た
京
兆
尹
を
劉
栖
楚
よ
り
更
に
頁
島
と
関
係

の
深
く
、
ま
た
著
名
な
詩
人
韓
愈

に
置
換
し
、
ま
た
、
武
宗
の
話
を

(
そ
の
史
実
考
証

を
顧
慮

せ
ず
に
)
宣
宗
の
話
に
す
り
替
え
た
と
考

え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の

『鑑
誠
録
』

の
記
述

が
、
北
宋

の
唐
琉

『
唐
宋
遺
史
』

の
藍
本

で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
成
書
年
代

の
順
か
ら
も
妥
当
な
説
で
あ
ろ
う
が
、
更
に
こ
の

『
鑑
誠

録
』
が
、
後
蜀
の

何
光
遠

の
撰

で
あ
る
こ
と
に
も
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
蜀
の
地
は
、
頁
島
の
赴
任
地
そ
し
て
終
焉

の
地
で
あ
る

遂
州

・
普
州
を
含
ん
で
い
る
。
郷
土
に
縁
深
い
悲
劇
の
詩
人
に
対
し
、
唐
末
五
代

に
か
け
て
の
蜀
地
で
は
、
質
島
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
臆
説
が
生
み
出
さ
れ
、
伝
承
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
『
鑑
誠
録
』
巻
八

「
頁
杵
旨
」
条

の
末
尾
に
は
、
「
挙
子
李
允
恭
」

の
詩
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
七
言
律
詩
を
収
録
す
る
。

一
一
玄
微
標
紗
成

蓋
吟
方
便
爽
神
清

宣
宗
講
去
爲
閑
事

韓
愈
知
來
已
振
名

海
底
也
鷹
捜
得
浄

月
輪
常
被
翫
教
傾

如
何
未
隔
四
十
載

不
遇
論
量
向
此
生

一
一

玄
微

標
紗
と
し
て
成
り

方
便
を
尽
吟
し
て

爽
神
清
し

宣
宗
に
調
去
せ
ら
れ
て

閑
事
を
為
し

韓
愈

に
知
ら
れ
て
来

已
に
名
を
振
ふ

海
底

也
た
応

に
浄
を
捜
し
得

べ
く

月
輪

常
に
翫
び
傾
か
教
む
る
を
被
る

如
何
ぞ

未
だ
隔

つ
る
こ
と
四
十
載
な
ら
ず
し
て

不
遇
を
ば

此
生
に
論
量
せ
ら
る
る
と
は

こ

の
詩
の
頷
聯
に
は

「
宣
宗
」
「韓
愈
」

の
文
字
が
あ
り
、
明
ら
か
に
こ
の
と
き
、
質
島
が
韓
愈
の
行
列
と
衝
突
し
、
ま
た
宣
宗
の

特
詔
を
得

て
蜀
地
に
赴
任
し
た
と
い
う

『
鑑
誠
録
』
系
説
話
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
ま
た
第
七
句

「
未
隔
四
十
載
」

質
島

「推
敲
」
考
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の
表
現

に
拠
り
、
少
な
く
と
も
そ
の
説
話
が
、
唐
朝
最
末
期
の
蜀
地
に
既
に

「
史
実
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

所
謂

「
韓
門
弟
子
」

の
高
弟

の

一
人
で
あ
り
、
ま
た

「
苦
吟
」

の
詩
人
と
さ
れ
る
質
島

は
、
唐
末
五
代
の
蜀
地
に
あ

っ
て
、
か
く
も

「伝
説

の
詩
人
」
と
し
て
偶
像
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

た
だ

し
、
筆
者
に
は
ま
た
、
こ
れ
ら
の

「
伝
説
」

の
全
て
が
お
し
な
べ
て
荒
唐
無
稽
な

つ
く
り
話

で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
煙

は
火
の
あ
る
処
よ
り
立
ち
昇
り
、
浪
は
風
を
受
け
て
翻
る
と
の
俗
諺

の
如
く
、
こ
れ
ら
の
挿
話
が
賞
島

に
と

つ
て
全
く
事
実
無
根

の
事

か
ら
発

し
た
と
は
、
到
底
思
わ
れ
な

い
た
め
で
あ
る
。
特
に
、
韓
愈
と
の
遭
遇
の
故
事
は
創
作
と
し
て
も
、
劉
栖
楚

に
よ
る
拘
留

の
事

は
、
鄭
珍
の
辮
ず
る
如
く
、
全
く
の

「
謬
談
」
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の

一
証
は
、
既
に
蘇
緯

「
墓
誌
銘
」

に
見
え
る

「
遽
か
に
飛
諺
に
羅
り
、
解
褐
し
て
、
遂
州
長
江
県
の
主
簿
を
責
授
せ
ら
る
」
と

の
記
述

で
あ
り
、
す
で
に
荒
井
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
頁
島
の
長
安
追
放
に
は
、
何
ら
か
の
認
責
せ
ら
る
べ
き
罪
科
が
あ

つ
た
と
考

え
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
衝
突
し
た
京
兆
尹
と
し
て
劉
栖
楚

の
名
が
何
故
選
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
か
、
こ
れ
を
全
く

の

「創
作
」
と
し
て
積
極
的
に
否
定
す
る
根
拠
が
、
筆
者

に
は
未
だ
見
出
だ
し
得
な
い
た
め
で
あ
る
。

因
み
に
、
鄭
珍
が
そ
の
虚
構
説

の
根
拠
と
す
る
頁
島

「
寄
劉
棲
楚
」
詩
は
、

か
つ
て
旧
交
の
あ

っ
た
友

の
疎
遠
を
嘆
く
内
容
の
詩

で

あ
る
。
既

に
顕
官
の
地
位
を
得
た
者
が
、

い
ま
だ
出
世
叶
わ
ぬ
旧
友
を
冷
た
く
あ
し
ら
う
の
は
、
杜
甫

「
貧
交
行
」
や
白
居
易

「秦
中

吟
十
首
」
其

四

「傷
友
」
詩
に
も
詠
ぜ
ら
れ
た
所
謂

「
人
の
世
の
常
」
な
る
現
象
で
あ
る
。
史
書
に
拠
れ
ば
、
劉
栖
楚

は
宝
暦
元
年
よ

り
太
和

元
年

(
八
二
五
～
八
二
七
)
の
間
、
京
兆
尹
に
在
職
、
訣
罰
に
峻
し
く
、
権
豪
を
避
け
ざ
る
行
動
に
よ

っ
て
、

人
々
か
ら
前
漢

の
趙
広
漢

(『
漢
書
』
巻
七
六
)
に
比
せ
ら
れ
た
、
と
さ
れ
る
。
従

っ
て
、

こ
の
時
期
、
頁
島
が
間
違
い
な
く
大
尹
劉
栖
楚

の
行
列
に
衝

突
し
、

そ
れ
が
彼

の
長
安
追
放
の
直
接

の
原
因
と
な

っ
た
、
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
同
時
に
、
こ
れ
を
事
実
無
根
と
し
て
全
く
否
定

す
る
根

拠
も
な

い
の
で
あ
る
。

そ
こ

で
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
現
時
点

で
の
筆
者
の
推
測
で
は
あ
る
が
、
頁
島
は
、
そ
の
長
安
で
の
長

い

「
浪
人
生
活
」

の
中
で
、

幾

つ
か

の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
れ
が
王
定
保

『
唐
掠
言
』

の
話
を
生
み
、
ま
た
、
そ
れ
が
晩
年
を
過
ご
し
た
蜀
地

に
伝
承
さ
れ
る

と
、
そ

の
詩
人
と
し
て
の

「声
望
」
と
と
も
に
有
名
な

「推
敲
」
説
話
を
生
み
、

や
が
て
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
承
が
今

日
の

『
唐
詩
紀

事
』
や

『
唐
才
子
伝
』

の
記
述
と
な

つ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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四

以
上
筆
者

は
、
質
島

「
推
敲
」
故
事
が
後
世
の
創
作
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
い
よ
い
よ
問
題
と

な
る
の
は
、
彼

が
何
故

「推
敲
」

の
二
文
字
に
悩
ん
だ
の
か
、
と
い
う
こ
の
説
話

の
根
本
的
な
内
容
で
あ
る
。
こ
の
故
事
が
後
人
の
創
作
だ
と
す
れ
ば
、

で
は
、

そ
の
話
の

「創
作
者
」
は
、
何
故
こ
の
二
文
字
に
頁
島
が
悩
ん
だ
と
い
う
設
定
を
施
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
門
を

「推
」
す
の
か

「
敲
」

く
の
か
、
と
い
う
議
論
は
、

一
見
、
詩
人
の
創
作

の
秘
密
を
垣
間
見
る
よ
う
な
、
ま
こ
と
に
玄
妙
な
話
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
説
話
に
関
し
て
従
来
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
諸
家
の
解
説
を
通
読
す
る
に
、
筆
者

に
は
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
の
あ
る

基
本
的

な

一
項
が
、

い
ま
だ
充
分

に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
ー

そ
れ
は
、

こ
の

「
推
門
」
「敲
門
」
と
い
う
熟
語

が
、
そ
れ
以
前
の
詩
歌
史
の
上

で
、
果
た
し
て
典
雅
な

〈詩
語
〉
と
し
て
定
着
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の

句
を
収

め
る
頁
島

の
原
作
は
、
極
め
て
標
準
的
な
五
言
律
詩

で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の

「推
敲
」
い
ず
れ
か
の
文
字

が
填
せ
ら
れ
る
部

分
は
、
律
詩
に
お
い
て
最
も
肝
要
な

「
二
四
不
同
」
の
基
本
原
則
に
抵
た
る
箇
処
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
筆
者
の
結
論

を
先
に
述
べ
る

な
ら
ば
、
質
島
の
当
該
詩
は
、
五
言
律
詩
の
規
格
に
お

い
て
、
「
推
」
字
あ
る
い
は

「敲
」
字
を
絶
対
に
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
情
況
に

追

い
込

ま
れ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
詩
の
全
文
と
、

二
四
不
同

の
平
仄
を
記
号

(○
●
)
で
示
そ
う
。

題
李
凝
幽
居

閑
腫
少
熱
並

草
脛
入
荒
園

鳥
宿
池
邊
樹

僧
敲
月
下
門

過
橋
分
野
色

移
石
動
雲
根

暫
去
還
來
此

李
凝
の
幽
居
に
題
す

閑
居

鄭
並
少
に

草
径

荒
園
に
入
る

鳥
は
宿
る

池
辺

二

作
中
)
の
樹

僧
は
敲
く

月
下
の
門

橋
を
過
ぎ
て

野
色
を
分
か
ち

石
を
移
し
て

雲
根
を
動
か
す

暫
ら
く
去
り

還
た
此
に
来
た
ら
ん

賞
島

「推
敲
」
考
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幽
期
不
負
言

幽
期

言
に
負
か
ず

周
知

の
通
り
こ
の
詩
は

『
三
体
詩
』
巻
下
に
も
収
め
ら
れ
る
。
題
中
の
人
名
に
は

「
李
凝
」
「李
疑
」
「
李
款
」
「
李
鯨
」
の
四
説
が

あ
り
、

ま
た
第
三
句
を

「鳥
宿
池
中
樹
」
と
す
る
異
本
も
あ
り
、

い
ず
れ
も
諸
説

一
定
し
な
い
が
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
待
考
と
し
た

い
。
ま
た
、
右
の
平
仄

記
号
の
う
ち
第

一
句

「
少
鄭
並
」
は
、
五
言
句
に
お
い
て
第
四
字
が
平
声
字

で
あ

っ
て
も
、
上
の
第
三
字
と
下

の
第
五
字
が
灰
字
で
あ
る
場
合

の
特
例

(挟
平
格
)
で
あ
り
、
計
算
上
は
、
第

二
字

「
居
」
(平
声
)
に
対
応
し
て

「
灰
字
」
に
読
み

替
え
ら
れ
る
部
分
、
従

っ
て
本
稿

で
は

「
▲
」
記
号
を
使
用
し
た
。

そ
こ

で
問
題

の

「僧
敲
…
」
の
部
分
で
あ
る
が
、

こ
の

「敲
」
字
は
間
違
い
な
く
平
声
字

(『
広
韻
』
下
平
声
五
肴
韻
)
で
あ
る
。

一

方
、
こ
れ
を

「推
」
字
に
作

っ
た
場
合
も
平
声
字

(『
広
韻
』
上
平
声
十
五
灰
韻
、
ま
た
上
平
声
六
脂
韻
)
で
あ

っ
て
、

こ
の
二
つ
の
文
字

は
、
五
言
詩

の
音
律
上
、
と
も
に
反
則
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
問
題
は
、

こ
の

「
推
…
門
」
お
よ
び

「敲
…
門
」

と
い
う
表
現
が
、

詩
歌
の
伝
統
の
中

で
、

い
っ
た
い
ど
の
程
度
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
文
字
で
あ

っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

筆
者

の
管
見
の
限
り
、
門
扉
に
関
す
る
動
詞
と
し
て

「推
敲
」

い
ず
れ
か
の
字
を
用
い
る
例
は
、
『
文
選
』
『
玉
台
新
詠
』
等
、
唐
以

前
の
詩
文
に
見
出
だ
す
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
。
そ
し
て
、
唐
代

の
用
例
に
お
い
て
、
ま
ず

「
推
門
」
は
、
僅
か
に
晩
唐
司
空
図
の
詩

一
首
と
、
『
太
平
広
記
』
に
抄
録
す
る
伝
奇

「
霊
怪
集
」

の

一
篇

に
用
例
が
得
ら
れ
る
の
み
で
あ

っ
た
。

一
方

「敲
門
」

に
関
し
て
は
、

韓
愈

・
白
居
易
等
、
中
唐
期
に
至

つ
て
遽
か
に
用
例
が
見
出
だ
さ
れ
る
。

○

敲
門
驚
書
睡
、
問
報
睦
州
吏

(韓
愈

寄
皇
甫
提
)

〇

三
旬
齋
満
欲
街
杯
、
平
旦
敲
門
門
未
開

(白
居
易

"
出
斎
日
喜
皇
甫
十
早
訪
)

○

濁
封
春
光
還
寂
章
、
羅
浮
道
士
忽
敲
門

(施
肩
吾

"
春
霧
)

○
敲
門
若
我
訪
、
倒
履
欣
逢
迎

(皮
日
休

"
初
夏
即
事
寄
魯
望
)

○
径
砥
漢
禽
下
、
關
唯
野
客
敲

(陸
亀
蒙

"
奉
和
襲
美
新
秋
言
懐
三
十
韻
次
韻
)

○
自
醗
花
前
酒
、
誰
敲
雪
裏
門

(鄭
谷

"
題
水
部
李
羽
員
外
招
国
里
居
)

○

蓬
松
開
雪
後
、
醐
竹
忽
僧
敲

(黄
酒

"
冬
暮
山
舎
喜
標
上
人
見
訪
)

『
全
』
巻

三
四
〇

『
全
』
巻
四
五
九

『
全
』
巻
四
九
四

『
全
』
巻
六
〇
九

『
全
』
巻
六
二
三

『
全
』
巻
六
七
四

『
全
』
巻
七
〇
四

H
O
ー

ω
Oo
5

辰

ー

紹

昏○
り

嵩

1

α
①
O
ω

一
.o
l

刈
O
卜Q
刈

H
oO
ー

コ

①
幽

卜○
O
I

刈
コ

OQ

bO
H
I

oo
一
9

以
上

は
、
『
全
唐
詩
』
を
検
索
し
て
得
ら
れ
た

「敲
門
」

の
、
最
も
早
期

の
七
例
で
あ
る
。
従

っ
て
両
字
を
比
較
し
た
場
合
、
「敲
門
」

一32一



が

〈
詩
語
〉
と
し
て
は
遥
か
に

一
般
的
な
用
語

で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
右
の
挙
例
は
、
韓
愈
を
筆
頭
と
す
る
こ
と

に
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
質
島
の
時
代
に
お
い
て
漸
く
詩
歌
中
に
使
用
の
認
め
ら
れ
た
、
当
時
些
か
新
奇
な
表
現
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
こ

で
筆
者
は
、

こ
こ
に
全
く
新
し
い
文
字
を
、
こ
の
議
論

の
中
に
組
み
入
れ
た
い
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
従
来

「
門
を
た
た
く
」

と
い
う
動
作
に
用
い
ら
れ
て
き
た

「
叩

(あ
る
い
は
如

"
同
音
)」
と
い
う
文
字
で
あ
る
。
例
え
ば
、
漢
魏
南
北
朝
よ
り
晴
唐
代
の
詩
歌

を
以
て
検
索
す
る
に
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
得
ら
れ
る

(
六
朝
詩

の
例
は
全

て
、
唐
詩

の
例
は
適
宜
十
例
を
抽
出
し
た
)。

○
行
行
至
斯
里
、
叩
門
拙
言
辭

(陶
淵
明

"
乞
食
詩
)

○
清
農
聞
叩
門
、
倒
裳
往
自
開

(陶
淵
明

…
飲
酒
二
十
首
其
九
)

○
流
心
叩
玄
扁
、
感
至
理
弗
隔

(釈
慧
遠

"
雇
山
東
林
雑
詩
)

○

電
隙
時
光
帳
、
風
簾
乍
拍
扉

(劉
孝
緯

"
秋
雨
臥
疾
詩
)

○

余
適
欲
鋤
瓜
、
僑
鋤
聴
叩
門

(王
維

…
瓜
園
詩
)

○

拍
關
無
憧
僕
、
窺
室
唯
案
几

(丘
為

…
尋
西
山
隠
者
不
遇
)

○

夜
叩
竹
林
寺
、
山
行
雪
満
衣

(阜
応
物

嚇
永
定
寺
喜
辟
強
夜
至
)

○
騙
難
上
樹
木
、
始
聞
叩
柴
荊

(杜
甫

…
莞
村
三
首
其
三
)

○

石
林
精
舎
武
漢
東
、
夜
拍
輝
關
謁
遠
公

(郎
士
元

…
題
精
舎
寺
)

○
窮
巷
唯
秋
草
、
高
僧
掲
拍
門

(劉
禺
錫

"
贈
別
君
素
上
人
詩
)

○
螢
君
又
叩
門
、
詞
句
失
尋
常

(孟
郊

…
謝
李
轄
再
到
)

○
有
客
忽
叩
門
、
言
語

一
何
佳

(白
居
易

"
敷
陶
潜
体
詩
十
六
首
其
八
)

○
金
閾
西
廂
相
玉
肩
、
轄
教
小
玉
報
讐
成

(白
居
易

"
長
恨
歌
)

○
藤
杖
叩
松
關
、
春
渓
厨
藥
還

(許
渾

"
重
遊
欝
林
寺
道
玄
上
人
院
)

『
先
』

晋

巻

十

七

中

Φ
Φ
卜。

『
先

』

晋

巻

十

七

中

㊤
⑩
㊤

『
先

』

晋

巻

二
十

中

H
O
。。
O

『
先

』

梁

巻

十

六

下

一
。。
お

『
全

』

巻

=

一
五

『
全

』

巻

一
二
九

『
全
』
巻

一
九
三

『
全
』
巻

二

一
七

『
全
』
巻

二
四
八

『
全
』
巻
三
五
七

『
全
』
巻
三
八
〇

『
全
』
巻
四
二
八

『
全
』
巻
四
三
五

『
全
』
巻
五
二
九

(
27

〉

幽
ー

匿

蔭
O

戯
l

H
ω
嵩

①
ー

一
り
Oo
⑩

刈
-

悼
卜○
刈
刈

cG
ー

応○
刈
Oo
①

=

ー

蔭
〇
一
心

一
bQ
ー

お

①
刈

H
ω
1

蔭
謬

H

δ

1

ら
○.
H
①

δ

1

①
○
ら
①

ま
た
、
右

の
検
索
作
業
中
、
散
文
に
お
い
て
も
、
な
お
次
の
よ
う
な
例
が
得
ら
れ
た
。

○
有
客
拍
門
、
云
吾
道
存
。

(陳
子
昂

"
喜
馬
参
軍
相
遇
酔
歌
序
)

『
全
』
巻
八
三

ω
1
8
N

O
杖
錫
南
返
、
拍
門
來
別
。

(
王
維

…
同
崔
興
宗
送
衡
岳
暖
公
南
帰
詩
序
)

『
全
』
巻

一
二
六

蔭
1
お
①
Φ

費
島

「推
敲
」
考
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○

雪
中
有
客
叩
柴
門
、
樵
童
視
之
。

(鄭
薫

"
贈
輩
疇
詩
序
)

○

方
士
抽
管
拍
扉
、
有
隻
童
女
出
鷹
門
。

(陳
鴻

"
長
恨
歌
伝
)

○

花
木
叢
葦
、
寂
若
無
人
、
拍
門
久
之
。

(
孟
繁

『
本
事
詩
』
情
感
篇
、
崔
護
)

○
聞
拍
門
甚
急
、
出
視
無
人
、
唯
見
門
上
有
芭
蕉
葉
。

(『
太
平
広
記
』
巻
三
五
四
、
張
仁
宝
)

『
全

』

巻

五

四

七

H
①
1
①
ω
H
刈

『
全

』

巻

四

三

五

H
ω
1

戯
Q。
H
①

従

つ
て
、
当
時

「
門
を
た
た
く
」
と

い
う
場
合
、
「
叩
門

(拍
門
)」

こ
そ
が

(特
に
表
現
の
伝
統
を
重
視
す
る
詩
歌

に
お
い
て
は
)
極

め
て

一
般
的
な
表
現

で
あ

っ
た
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
る
に
こ
の

「
叩

(拍
)」
字
は
、
ま
こ
と

に
残
念
な
が
ら

灰
声
字

(『
広
韻
』
上
声
四
五
厚
韻
)
に
属
す
る
。
筆
者
は
、

い
さ
さ
か
自
ら
の
牽
強
附
会
を
恐
れ
る
が
、
以
上
の
結
果
を
も
と
に
、
窃

か
に

「
推
敲
」
説
話
の
内
容
を
推
理
す
る
に
、
は
じ
め
て
こ
の
説
話
中
の
質
島

の

「
悩
み
」
が
理
解
で
き
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、

質
島
は
当
初

「僧
叩
月
下
門
」
と
で
も
い
う
べ
き
句
を
発
想
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

で
は
律
詩
の
二
四
不
同

に
違
反
す
る
.
そ

こ
で
第

二
字
を
平
声
字
に
改
め
る
べ
く

(当
時

一
般
的
で
は
な
か
っ
た
)
「推
」
と

「敲
」
の
二
字
を
案
出
し
、
(
そ
れ
ら
は
と
も
に
詩
語

と
し
て
は
不
自
然
な
用
語
で
あ
る
た
め
に
)
そ
の
選
択

に
苦
慮
し
、
や
が
て
韓
愈
の
行
列

に
衝
突
す
る
に
至

っ
た
ー

と
。

如
何

で
あ
ろ
う
か
。
拙
稿

の
可
否
は
つ
つ
し
ん
で
読
者
諸
賢
に
委
ね
た
い
が
、
「
推
敲
」
故
事
の
成
立
に
は
、
当
時

「
推
門
」
「敲
門
」

と

い
う
表
現
が
、
詩
語
と
し
て
は
些
か
未
成
熟
で
あ

っ
た
こ
と
に
由
来
す
る

(少
な
く
と
も
、
こ
の
説
話
の
創
作
者
に
は
そ
の
よ
う
に
受

け
取
ら
れ
て
い
た
)
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
さ
さ
や
か
な
結
論
で
あ
る
。

因
み
に
、
説
話
中

の
韓
愈
が
判
定
を
下
し
、
現
在
賞
島
の
詩
集
の
ど

の
版
本
に
も
異
同
が
見
ら
れ
な
い

「僧
敲
月
下

門
」

の
文
字

で

あ
る
が
、
「
推
」
字
を
劣
と
し
、
「敲
」
字
を
佳
と
す
る
理
由
は
、
さ
き

の

「敲
門
」
表
現

の
出
現
と
と
も
に
、
本
来

の
用
語

「
叩
門
」

と
の
関

連
に
お
い
て
略

々
納
得
の
ゆ
く
説
明
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
推
定
さ
れ
る
中
古
音

の
研
究
成
果

に
従
え
ば
、
「
叩

(拍
)」
字
は

吋
、Φ
二

(渓
母
開

口
一
等
厚
韻
)
で
あ
り
、
「敲
」
字
は
犀
、o⊆

(渓
母
開
口
二
等
肴
韻
)
と
極
め
て
近
い
字
音
と
な
る
。
そ
し

て

一
方

の

「推
」
字
は

一
、二
d
一
(透
母
合

一
等
灰
韻
)
と
な
り
、
全
く
違
う
字
音
に
な
る
。
わ
か
り
や
す
く
日
本
古
漢
字
音

で
表
記
す

れ
ば
、
叩
は

〈
コ
ウ
〉
、
敲
は

〈
カ
ウ
〉
、
そ
し
て
推
は

〈
タ
イ

(あ
る
い
は
現
在
の
如
く

ス
イ
)〉
と
な
る
の
で
あ
る
。
「
本
来
が
灰
声

の

〈
コ
ウ
〉
な
の
だ
か
ら
、
平
声
の

〈
カ
ウ
〉

で
い
い
の
だ
」
と
韓
愈
が
考
え
た
か
ど
う
か
、
す
べ
て
は
説
話

の
中
の
推
測
で
し
か
な

酒
し

一34「



注

こ
の

「
苦
吟

」

の
意
味

と

そ

の
変
遷

に

つ
い
て
は
、

今

日
、
多

く

の
優
れ

た
先

行
研

究

に
よ

っ
て
解

明

さ
れ

つ

つ
あ

る
。

特

に

そ

の
最

新

の
論
考

と
し

て
、

岡
田
充

博
氏

「
「
苦

吟
」

再
考
」

(
「
横
浜

国
大
国
語

研
究
」

第

六
号
、

一
九

八
八
年

)
・
同

氏

「
関

干
賞

島
和

孟
郊
的

"
苦

吟
"
」

(
「
復

旦
学
報

」
社

会

科
学

版

一
九

八
九

年
第

四
期

)
等

を
参

照
。

「
僧
敲

…
」

句

は

『
長

江

集
』

巻

二

「
題
李

凝

幽
居

」
詩

(後

掲

)
、
「
落
葉

…
」

句

は
同

巻

五

「
憶

江

上
呉

処

士
」
詩

。

な

お
本
稿

で
は

李
嘉

言
氏

校

『
長

江
集

新
校
』

(
上
海

古
籍
出

版
社

一
九

八

三
年

刊
)

を
底
本

と
す

る
。

本
稿

で
は
、

こ
れ

ら
唐
詩

人

の
逸

話
を

主

に
傅
瑛

琢
氏

等
編

『
唐

五
代

人
物
伝

記
資

料
綜

合

索
引
』

(中

華
書

局

一
九

八

二
年

刊

)
、
方

積

六
氏

等
編

『
唐

五
代

五
十

二
種

筆
記

小
説

人

名
索
引

』

(
中
華

書
局

一
九
九

二
年

刊

)
、

お
よ

び
周
助

初
氏

主
編

『
唐
人

戟
事

彙
編

』

(
全

四
冊
、

上
海

古
籍

出
版
社

一
九

九

五
年

刊

)
に

よ

っ
て
調

査
し

た
。

こ
の
文

は
、
現

『
靖

康
網
素

雑

記
』
中

に
見
え
ず

。
ま

た
、

そ

の
出
典

表
記

「
劉

公
嘉

話
」

は
、

恐

ら
く
黄

朝
英

の
誤
記

で
あ

ろ
う

と
さ

れ

る
。
唐

蘭
氏

「
《
劉
賓

客
嘉

話
録
》

的
校
輯

与
辮
偽

」

(
中
華
書

局

「
文
史

」
第

四
輯
、

一
九

六
五
年

六
月
)
参

照
。

大
修

館
書

店

一
九

七

五
年

刊
。

荒

井
氏

の
指
摘

で
は
、

こ
の
墓

誌

銘

は
唐

人

八
家

詩
本

『
長

江
集

』

巻
頭

、
『
乾
隆

四
川
通

志
』

巻

四

四

お
よ

び

『
全

唐
文
』

等

に
見

え
、
該
書

所
収

の
本
文

は
、
前

者
唐

人

八
家
詩

本

に
基
づ

く
と

す

る
。

ま

た

こ
の
墓
誌

銘

は

『
唐

詩
百

名
家

全

集
』

(
清

・
席
啓

寓
輯
、

康
煕

四
十

一
年
序
刊

、
九
州

大
学
文

学
部

所
蔵

)
所

収

の

『
頁
浪

仙
長

江
集
』

巻

末

に
も
見

、兄
る
。

こ

の
墨
制

は
現
在

『
鑑

誠
録

』

巻

八

(
「
質

杵
旨

」

の
条

)、
『
直

斎
書

録
解

題
』

巻

十

九

(
質
長

江
集

の
項

)
、
『
全
唐

文
』

巻

七
十

(
文

宗

「
授

頁
島

長

江
主

簿
制

」
)

に
見

え

る
。

ま
た
近
藤

光
男

氏
編

著

『
唐
詩

集

の
研

究
』

(
研

文
出

版

一
九

八
四
年

刊

)
「
長

江

集
十

巻
」

の
項

(大

木
康

氏
執

筆
)

を
参
照

さ
れ

た

い
。
な

お
前
注

(
5
)
所
掲

『
唐
詩

百
名

家
全
集

』
所

収
本

も

こ
の
墨
制

を
巻
末

に
附
録

す

る
。

な
お
、

宣

宗

に
関

連

し

て
想

起

さ
れ

る
の
は
、

こ
の
帝

が
当
時

の
文

人

に
強

い
関

心
を

示
し

た
と

い
う
幾

つ
か

の
挿

話

で
あ

る
。
例

え
ば

、

白

居

易

の
卦

報

に
接

し
、

帝

は

「
弔
白

居
易
」

詩

(
『
全

唐
詩

』
巻

四

)
を
詠

じ
、

ま

た
、

白
詩

に
見

え

る

「
永

豊
坊

西
南

角
」

の

「
垂

柳

」

を
禁

中

に
移

植

し
た

(
『
本
事

詩
』

事
感

篇

)
と

い
う
挿

話

も
あ

る
。

け
だ

し
、
賞

島

の
僧

坊

に
微
行

し

た
と

い
う

説
話

も
、

か

か

質
島

「推
敲
」
考
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
九
号

る
宣
宗
の
性
向
を
念
頭
に
置
い
て
の
創
作
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
部
叢
刊
所
収

『
朱
文
公
校
昌
黎
先
生
集
』
巻
頭

「諸
家
姓
氏
」
に
拠
れ
ば
、
洪
興
祖
に
は

「
年
譜
辮
証
」
の
著
作
が
存
し
た
。

前
注

(8
)
同
様
、
朱
烹

『昌
黎
先
生
集
』
巻
頭

「諸
家
姓
氏
」
に
、
「公

(韓
愈
)
志
お
よ
び
年
譜
註
」
を
著
し
た
と
す
る
。

前
掲
注

(
2
)
の

『長
江
集
新
校
』
所
収
。

質
島
が
科
挙
落
第
後
出
家
し
た
と
明
言
す
る
の
は
、
さ
き
の
王
　

『野
客
叢
書
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に

『
鑑
誠
録
』
及
び

『唐
宋
遺
史
』

の
説
で
あ
る
が
、
前
節
所
掲

『撚
言
』
に
も

「嘗
遇
武
宗
皇
帝
於
定
水
精
舎
」
と
、
こ
の
と
き
頁
島
が
僧
籍
に
あ
っ
た
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

同
詩
は

『
全
唐
詩
』
巻
六
六
七
に

「
李
克
一作
允
恭
」
の

「
弔
質
島
」
詩
と
し
て
収
録
す
る
。
な
お

『
鑑
誠
録
』
所

収
本

で
は
第

二

句

「
方
便
」
を

「
方
更
」
に
、
第
五
句

「
浄
」
を

「艀
」

に
作
る
。
と
も
に
全
唐
詩
本
に
依

っ
て
改
め
た
。

案
ず
る
に

『全
唐
詩
』
に
こ
の
詩
の
作
者
を

「
李
克
恭
」
と
す
る
の
は
誤
り
。
同
名
の
人
物
が
五
代
史

(南
唐

)
に
見
え
る
故

の
錯
誤
で
あ
ろ
う
.
ま
た

『
全
唐
詩
』

の
彼
の
小
伝
に

「
乾
符
中
挙
子
」
と
あ
る
の
は
、
頁
島
の
没
年
を
会
昌
初
年

(
元
年
は

八
四

一
年
)
と
す
る
新
唐
書
の
説
を
も
と
に
、
乾
符
末

(
六
年
は
八
七
九
年
)
の
挙
子
と
し
た
も
の
か
。
し
か
し
、
詩
の
内
容

を
基
準
に
、
頁
島
の
没
年
を
更
に
宣
宗
の
大
中
年
間

(仮

に
宣
宗
の
崩
じ
た
十
三
年

〔八
五
九
〕
と
す
る
)
に
引
き
下
げ
れ
ば
、

こ
の
詩
は
唐
朝
最
末
期

の
昭
宗

(光
化
三
年
が
九
〇
〇
年
)
頃
の
作
と
な
り
、
何
光
遠

『
鑑
誠
録
』

の
成
立
時
期

に
更
に
近
づ

く
。
な
お

『
十
国
春
秋
』
巻

五
六
に
、
何
光
遠
は
後
蜀

の
広
政
初
年

(
九
三
八
)
に
普
州
軍
事
判
官

で
あ

っ
た
と
い
う
。
普
州

は
す
な
わ
ち
賞
島
終
焉
の
地
で
あ
る
。

な
お
、
後
考
を
侯
ち
た

い
が
、

こ
の
唐
末
五
代
に
か
け
て
の
賞
島
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
は
、
王
朝
鼎
革
期

に
お
け
る
科
挙

受
験
生
の
動
揺
を
、
そ
の

一
つ
の
心
理
的
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
唐
末
の
李
洞
と

い
う
人
物
は
、

四
川
遊
歴
の
後
、
質
島
の
銅
像
を
造
り
、
神
の
如
く
祀

っ
た
と
さ
れ

(『
唐
掠
言
』
巻
十
)、
ま
た
五
代
南
唐
の
孫
晟
も
、
賞
島

の
画
像
を
朝
夕
礼
拝
し
た

(『
郡
斎
読
書
志
』
巻
十
八
)
と
い
う
。
ま
た
、
『
唐
掠
言
』
や

『
鑑
誠
録
』
、
そ
し

て

『
唐
詩
紀
事
』

『
唐
才
子
伝
』
等
、
唐
詩
人
の
戟
事
を
収
集
す
る
重
要
な
書
籍
は
、
科
挙
史
の
上
で
、
必
ず
し
も
芳
し
く
な
い
時
期
に
集
中
し

て
撰
せ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
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前
掲
注

(
5
)
参
照
。

原
文
は
以
下
の
通
り

「
趨
走
與
便
臥
、
去
就
自
殊
分
。
當
窩

一
重
樹
、
上
有
萬
里
雲
。
離
披
不
相
顧
、
髪
髭

類
人
篁
。
友
生
去

更
遠
、
來
書
絶
如
焚
。
蝉
吟
我
爲
聴
、
我
歌
蝉
山豆
聞
。
歳
暮
憾
旋
蹄
、
曙
言
桂
氣
氣
」。

拙
著

『
白
居
易

「
課
諭
詩
」

の
研
究
』
(勉
誠
出
版
二
〇
〇
〇
年
刊
)
中
篇
第
四
章

「
颯
諭
詩

の
読
者
層

『
秦
中
吟
』
と

『
新
楽
府
』
ー

」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
旧
唐
書
』
巻

一
五
四
及
び

『
新
唐
書
』
巻

一
七
五
の
各

「劉
栖
楚
伝
」
、
ま
た
郁
賢
皓
氏
著

『唐
刺
史
考
』

(
全
五
冊
、
中
華

書
局

・
江
蘇
古
籍
出
版
社

一
九
八
七
年
刊
)
を
参
照
。

な
お
、
忘
備
録
風
に

一
言
を
付
せ
ば
、
こ
の

「推
敲
」
故
事
に
展
開
さ
れ
る
韓
愈
と
賞
島
と
の

「
劇
的
」
な
邊
遁
は
、
そ
の
昔
、

六
朝
梁
代
の
劉
鋸
と
沈
約
と
の
出
会

い
に
些
か
似
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
『
梁
書
』
巻
五
十
及
び

『
南
史
』
巻
七
二
に

見
え
る
そ
の
話
で
は
、
劉
劔
は

「
貨
講
者

(物
売
り
)」
の
よ
う
に
沈
約
の
車
前

に
近
づ
き
、
著
作

『
文
心
雕
龍
』
を
呈
し
た

と
い
う
。
そ
し
て
、
劉
鋸
も
ま
た
質
島
と
同
じ
く
少
年
期
を
僧
寺
に
過
ご
し
た
人
物

で
あ

っ
た
。
今
後
、

一
考
の
鯨
地
有
ら
ん

か
。

例
え
ば
、
我
が
国
五
山
僧
の

『
三
体
詩
』
注
解
の

一
つ

『素
隠
抄
』
に
は

「
ナ
ゼ

ニ
ナ
レ
バ
、
推
デ

ハ
内
ノ
主
人
ガ
知
ル
マ
ジ

キ
ホ
ド

ニ
、
敲
ク
ト
シ
タ
ラ
バ
ヨ
カ
ラ
ン
ト
ゾ
」
と
あ
る
。

拙
稿

「
白
居
易
の
忠
州
」
(帝
塚
山
学
院
大

「
中
国
文
化
論
叢
」
第
八
号
、

一
九
九
九
年
)
参
照
。

全
て
を
掲
げ
ず
恐
縮
だ
が
、
松
浦
崇
氏
に
よ
る
全
漢
詩
よ
り
晴
詩
に
至
る
諸
索
引

(梁
詩

の
み
未
刊
)、
広
島
大
中
文
研
究
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

窪
ε
"＼
}
o
ヨ
①
●三
『o
ωげ
巨

帥ー
二
・8
●甘
＼房
二
〇
σq
o芝
鋤＼
o
σ
昌
.窪
日

の

「
全
梁
詩
検
索
」
、
台

湾
東
呉
中
文
研
究

所
陳
郁
夫
氏

「
寒
泉
」
葺
8
…＼
＼卜。
HO
・$

●嵩
O
●一〇〇
＼路
α
＼一己

①×
.巨
日

の

「
全
唐
詩
全
文
検
索
資
料
庫
」

に
は
、
特

に
記
し

て
鳴
謝
致
し
ま
す
。

「
故
故
推
門
掩
不
開
」
(
司
空
図
…漏
燕
歌

『
全
唐
詩
』
巻
六
三
四

巳
-
鳶
。。
卜。
)
・
「康
成
…
因
推
門
求
之
、

則
皆
失
　
」
(『
太

平
広
記
』
巻

三
七

一
「
銚
康
成
」
)。
な
お
、
筆
者
は
こ
の

「
推
門
」
と
い
う
言
葉
を
、
唐
代

「
〈
コ
ト
バ
〉
と
し
て
成
立
し
て

い
な
か

っ
た
」
と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。
本
稿
が
問
題
と
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も

「〈
詩
語
〉
と
し
て
定
着
し
て
い
た
か
」

質
島

「推
敲
」
考
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文
学
論
集

第
二
十
九
号

と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
恐
ら
く
門
を

「推
」
す
と
い
う
言
葉
は
、
当
時
の
口
頭
語

(会
話
)
に
お
い
て
は
既

に
存
在
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
。

挙
例
末
尾

『
全
』
は

『
全
唐
詩
』

の
巻
数
。
ま
た
直
後

の
半
角
数
字
は
、
前
注

(
23
)
に
も
示
し
た
が
、

二
十
五
冊
本

の
冊
数

と
そ
の
頁
数
。
例
え
ば
前
注

口
り
ー
鳶
Q。卜。
」
は
第
十
九
冊
の
七
二
八
二
頁
の
意
。

こ
れ
ら
の
挙
例
の
う
ち
、
特
に
晩
唐

の
作
品
に
は
、
恐
ら
く
頁
島
詩
よ
り
学
び
取
ら
れ
た
も
の
も
あ
ろ
う
。

前
掲
注

(
14
)
に

触
れ
た
賞
島
尊
崇
派
の

一
人
李
洞
に
は

「
賦
得
送
頁
島
調
長
江
」
と
題
す
る
詩
が
あ
り

(『
全
唐
詩
』
巻
七
二

一

陣

1
。。卜。
鳶
)、

そ
の
冒
頭

「
敲
騙
吟
雪
月
、
調
出
國
西
門
」
の
句
が
あ
る
。
あ
る
い
は
彼
は
、
す
で
に
頁
島
推
敲
説
話
の
原
初
の
も
の
を
聞
知

し
て
い
た
か
。

挙
例
末
尾

『
先
』
は
途
欽
立
氏
輯
校

『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』

の
巻
数
と
そ
の
頁
数
。
な
お
、
「叩

(拍
)
門
」

の
最
も
古

く
は

『
孟
子
』
尽
心
篇
上
に

一
例
、
『
史
記
』
陳
渉
世
家

・
衰
盤
列
伝
に
各

一
例
、
更

に
梁

・
簡
文
帝

「秋

興
賦
」

に

「聴
夜

籔
之
響
殿
、
聞
懸
魚
之
拍
扉
」
(『
藝
文
類
聚
』
巻
三
秋
)
と
の
用
例
を
得
た
。

す
べ
て

『
全
唐
詩
』
の
検
索
に
よ

っ
て
得
た
も
の
。
遺
憾
な
が
ら
筆
者
は

『
全
唐
文
』

の
検
索
に
は
い
ま
だ

至

つ
て
い
な

い
。

郭
錫
良
氏
著

『
漢
字
古
音
手
冊
』
(北
京
大
学
出
版
社

一
九
八
六
年
刊
)
に
拠
る
。

な
お
、
こ
の

「
叩

・
拍
↓
敲
」

へ
の
変
化
は
、
単
に
こ
の

「
…
門
」
の
場
合
の
み
の
現
象
で
は
な
い
。
例
え
ば

『
文
選
』
巻
十

二
郭
瑛

「江
賦
」
の

「詠
採
菱
以
叩
舷
」
句
に
対
し
、
中
唐

の
元
積
は

「敲
船
和
採
菱
」
(「
紀
懐
贈
李
六
戸
曹
崔

二
十
功
曹
五

十
韻
」
詩
、
『全
』
巻
四
〇
六

嵩
ー
ホ
ト。N
)
と
詠
じ
る
。
他
に
も

「
…
鐘
」
「
…
石
」
「…
氷
」
な
ど
、
か
か
る

〈
読
み
替
え
〉

は
、
特
に
中
唐
期
に
遽
か
に
頻
出
。
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